
「川魚の焼き干し」（阿賀野市京ケ島）  提供：大橋憲造氏

※３公式確認とは、公害による健康被害の発生を行政が確認すること。新潟水俣病では、昭和 40 年５月31日に新潟県が新潟大学の報告を受けて確認した。
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この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

　
新
潟
水
俣
病
は
今
年
度
で
公
式
確
認（※

３
）60
年
を
迎
え
ま
し
た
。し
か
し
、被
害
を
訴

え
て
平
成
後
期
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
の
一
部
は

現
在
も
係
争
中
で
、新
潟
水
俣
病
問
題
は
今
な

お
続
い
て
い
ま
す
。当
時
、若
者
や
子
ど
も
だ
っ

た
人
々
も
す
で
に
高
齢
世
代
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
新
潟
水
俣
病
の
歴
史
や
教
訓
、経
験
を

次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、Ｆ
Ｍ
事
業
で
は
、こ
れ
ま
で
座
学
や
バ

ス
ツ
ア
ー
、パ
ネ
ル
巡
回
展
な
ど
を
通
じ
て
、

阿
賀
野
川
流
域
の
歴
史
や
文
化
に
刻
ま
れ
た

「
光
と
影
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
き
ま
し

た
。さ
ら
に
、こ
こ
数
年
は「
水
と
大
地
の
豊
か

さ
」に
も
着
目
し
、こ
れ
か
ら
の
阿
賀
野
川
流

域
に
お
け
る「
未
来
志
向
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」と
は

何
か
に
つ
い
て
探
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、当
時
を
知
る
人
々
が
少
な
く
な
る

中
で
、次
世
代
に
対
し
て
、新
潟
水
俣
病
の
経

験
や
教
訓
を
、ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
阿
賀
野
川
え
〜
と

こ
だ
よ
り
」で
は
、次
世
代
が
こ
れ
ら
を
学
び

な
が
ら
、「
未
来
志
向
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を
ど
の
よ

う
に
探
求
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
に

つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
特
集
を
通
じ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

今
後
の
Ｆ
М
事
業               

を
通
じ
て
、

次
世
代
に
向
け
た
取
組
を
考
え
る
た
め
に

（※1）

ここにあるすべてを、
かけがえのない
「宝もん」へ。

ここにあるすべてを、
かけがえのない
「宝もん」へ。

ここにあるすべてを、
かけがえのない
「宝もん」へ。

(※

２)

※１「Sustainable Development Goals」（= 持続可能な開発目標）の略称。 ※２「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。
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